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まちの話題

初
夏
を
彩
る
田
園
絵
巻

北
広
島
町
各
所
で
開
催
さ
れ
た
花
田
植

　

こ
の
地
域
に
は
、
古
く
か
ら
囃は

や

子し

田
と

い
う
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
田
植
え
を
行

う
と
き
、
さ
さ
ら
を
持
っ
た
さ
ん
ば
い
の

指
揮
で
、
大
太
鼓
や
小
太
鼓
、
笛
や
手
打

鉦
で
は
や
し
、
着
飾
っ
た
早
乙
女
た
ち
は

田
植
唄
を
歌
い
な
が
ら
苗
を
植
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
田
の
神
を
祭
っ
て
稲
作
の
無

病
息
災
と
豊
穣
を
願
う
農
耕
儀
礼
で
す

が
、
同
時
に
苦
し
い
田
植
仕
事
を
楽
し
く

す
る
方
法
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
伝
統
芸
能
『
花
田
植
』
と

し
て
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
、
町
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
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①芸北大花田植（５／ 22）
②大花田植（５／８）
③壬生の花田植（６／５）
④原東大花田植（５／ 15）

　

５
月
８
日
（
日
）
北
広
島
町
で
一
番
早

く
、
大
朝
鳴
滝
渓
谷
入
口
を
会
場
に
行
わ

れ
た
大
花
田
植
に
は
、
広
島
県
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
広
島
県

え
え
じ
ゃ
ん
レ
デ
ィ
が
来
場
し
、
花
を
添

え
ま
し
た
。

　

志
路
原
で
行
わ
れ
た
原
東
大
花
田
植
で

は
、
ド
イ
ツ
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
６
か
国
・

８
名
が
早
乙
女
に
挑
戦
。
地
元
の
早
乙
女

に
続
い
て
田
に
入
り
、
苗
を
上
手
に
植
え

て
い
ま
し
た
。

　

芸
北
大
花
田
植
は
、
雲
月
女
性
神
楽
同

好
会
に
よ
る
「
胴
の
口
明
け
」
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。
会
場
の
芸
北
オ
ー
ク
ガ
ー
デ

ン
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
あ
で
や
か
な
田

植
え
風
景
を
お
さ
め
よ
う
と
、
多
く
の
カ

メ
ラ
マ
ン
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま

し
た
。

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
壬
生
の
花
田
植
は
、
飾
り
牛
11

頭
で
華
や
か
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に

無
形
文
化
財
合
同
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
、

神
楽
や
本
地
花
笠
お
ど
り
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

②②

③③

④④

①①
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まちの話題

農
業
青
年
研
修
中

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
本
町
へ

　

日
本
政
府
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
（
政
府
開
発
援

助
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
ア
ジ

ア
農
業
青
年
人
材
育
成
事
業
で
、
４
月
か

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
青
年
２
名
が
町
内
の

農
家
で
実
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

受
け
入
れ
農
家
の
瀧
奥
拓
二
郎
さ
ん

（
酪
農
）、
森
田
幸
秀
さ
ん
（
花
き
）
と
と

も
に
竹
下
町
長
を
訪
問
し
、
激
励
を
受
け

た
リ
ド
・
パ
リ
ア
ル
さ
ん
（
22
歳
）
と
ア

ブ
ダ
ラ
・
マ
リ
ク
さ
ん
（
26
歳
）
は
、
来

年
２
月
ま
で
本
町
に
滞
在
し
、
農
業
技
術

や
経
営
能
力
等
の
実
務
研
修
等
を
積
み
重

ね
ま
す
。
農
業
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
国

際
相
互
理
解
の
増
進
に
貢
献
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

広
島
県
シ
ニ
ア
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

高
齢
者
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
交
流

を
図
り
、
活
力
の
あ
る
明
る
い
長
寿
社
会

づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
第

16
回
広
島
県
シ
ニ
ア
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
、
５
月
28
日
（
土
）
千
代
田
運
動
公
園

を
含
む
町
内
３
か
所
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
や
ペ
タ
ン
ク
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
９
種
目
に
出
場
し

た
選
手
達
は
、
屋
外
は
照
り
つ
け
る
真
夏

の
よ
う
な
日
差
し
の
下
、
屋
内
は
選
手
の

熱
気
で
い
っ
ぱ
い
の
中
、
日
ご
ろ
の
練
習

結
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

自
然
活
動
体
験
を

地
球
派
塾
共
盛　

開
校
式

　

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
親
子
の
自
然

体
験
塾
「
地
球
派
塾
共
盛
」
の
開
校
式
が

５
月
15
日
（
日
）
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
間
６
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
広
島
市

な
ど
か
ら
16
家
族
58
人
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
午
前
中
は
、
地
元
の
方
の
案
内
で

丁
川
沿
い
の
自
然
散
策
を
し
、
午
後
か
ら

は
、
田
植
え
体
験
、
泥
ん
こ
遊
び
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ひ
と
り
は
、「
今
年
で
３
年

目
の
田
植
え
で
す
が
、
今
年
が
一
番
上
手

に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。」
と
笑
顔
で
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
泥
ん
こ
遊
び
で
は
、
田
ん
ぼ
の

中
を
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り

回
り
、
い
つ
も
は
静
か
な
山
里
に
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

地
球
派
塾
共
盛
実
行
委
員
長
の
藤
正
さ

ん
は
、「
な
ぜ
自
然
が
大
切
な
の
か
、
環

境
を
守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
、
色
々
な
自
然
活
動
を
親
子
で
一
緒
に

体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
見

つ
め
合
い
、
理
解
し
合
い
、
家
庭
円
満
に

な
る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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皆
の
思
い
が
咲
く

燕
子
花
（
か
き
つ
ば
た
）
を
愛
で
る
会

　

植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
博
士
が
昭
和

初
期
、
八
幡
に
来
ら
れ
た
折
に
感
激
さ
れ

た
と
い
う
カ
キ
ツ
バ
タ
の
群
生
風
景
を
再

現
す
る
べ
く
、
平
成
13
年
に
「
カ
キ
ツ
バ

タ
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
が
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
く
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
る
等
、
地
元
の
人
や
八
幡
高

原
を
愛
す
る
人
達
に
よ
っ
て
休
耕
田
１
・

７
ha
に
２
万
株
20
万
本
が
植
え
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
カ
キ
ツ
バ
タ
は
５
月
下
旬
か
ら

６
月
に
か
け
て
見
頃
を
迎
え
、
一
面
紫
色

の
じ
ゅ
う
た
ん
で
覆
わ
れ
ま
す
。

　

都
市
に
住
む
人
に
現
状
を
伝
え
、
交
流

町
を
映
像
で
紹
介

北
広
島
町
デ
ジ
タ
ル
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ

　

北
広
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

町
の
歴
史
、
自
然
、
レ
ジ
ャ
ー
、
食
、

神
楽
、
民
話
の
６
つ
を
取
り
上
げ
、
映
像

で
北
広
島
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
北
観
光
協
会
、
大
朝
観
光
協

会
、
千
代
田
観
光
協
会
及
び
豊
平
観
光
協

会
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
ま
と
め
た
、

を
通
し
て
自
然
を
守
る
と
い
う
取
り
組

み
は
今
年
で
４
年
目
と
な
り
、
６
月
５
日

（
日
）
に
は
燕
子
花
を
愛
で
る
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

満
開
の
カ
キ
ツ
バ
タ
に
囲
ま
れ
た
特
設

会
場
で
は
、
福
原
一
閒
さ
ん
に
よ
る
篠
笛

の
演
奏
会
が
開
か
れ
、
心
に
染
み
わ
た
る

音
色
が
辺
り
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
キ
ツ
バ
タ
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
特
別
製
手
ぬ
ぐ
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
、
池
坊
広
島
支
部
藪
口
社
中
に
よ
る
カ

キ
ツ
バ
タ
の
生
け
花
、
餅
つ
き
な
ど
、
高

原
の
初
夏
を
皆
さ
ん
満
喫
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

北
広
島
町
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
新
た
に
開

設
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
や
そ

の
内
容
、
問
い
合
わ
せ
先
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
開
催
日
・
内

容
等
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
各
観
光
協
会
等
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

北
広
島
町
で
の
レ
ジ
ャ
ー
等
に
、
ぜ
ひ

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

5　　きたひろしま 2005. ７



や
っ
つ
け
る

ふ
や
さ
な
い

つ
け
な
い

　食中毒菌は私たちの身の回りのあらゆるところに潜んでいます。油断していると、家庭でも食中毒が

起きてしまいます。

　実は、飲食店やお弁当屋さんなどで発生した食中毒のようにニュースにこそなりませんが、家庭での

食中毒発生が１番多いのです。

　食中毒予防の３原則をしっかり守って、家庭からの食中毒を防ぎましょう。

７月１日～８月31日は食中毒予防月間です！

時間がたち過ぎたり、ちょっとでも怪しい

と思ったら、思い切って捨てましょう。

食中毒を予防して、健康な夏を過ごしましょう！

　発熱・下痢・嘔
おう

吐
と

・腹痛など

が食中毒の症状です。風邪の症状

と似ていますので、「おかしいな」

と思ったら、早めに医療機関を受

診しましょう。

食中毒原因菌 原因食材

サ ル モ ネ ラ 菌 鶏卵、食肉などの畜産食品

腸炎ビブリオ菌 海産生鮮魚介類など

ノ ロ ウ イ ル ス 加熱しないで食べる食品が原因食品

黄色ブドウ球菌 おにぎり、弁当類、生菓子など

カンピロバクター 食肉、井戸水、沢水

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

◆細菌は目に見えません！
　●　手、調理器具はしっかり洗う

　●　肉や魚などは、袋や容器に小分けして使用する。

　●　 包丁・まな板は、肉用、魚用、野菜用に分けて

使用する。

◆ 細菌は増えても、料理の味・色・香は変わりま
せん！

　●　冷蔵等が必要な食品はすぐに冷蔵庫にしまう。

　●　冷蔵庫・冷凍庫の詰めすぎに注意する。

　●　 作った料理は早めに食べる。

◆細菌は加熱や消毒に弱い！

　●　食品内部まで十分に加熱する。

　●　調理器具は定期的に消毒する。

こんな食中毒があります！
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　北広島町公衆衛生推進協議会設立総

会が、５月28日（土）千代田開発センター

において開催されました。

　総会には、公衆衛生推進員をはじめ

約300人が出席し、規約、役員、事業計画、

予算の審議・可決承認を受けた後、記

念講演が行なわれました。参加者はメモ

をとりながら熱心に聞いておられました。

　「ごみのポイ捨て・不法投棄をさせな

い北広島町公衛協」を目標に、環境衛生・

保健衛生の各事業を、北広島町公衆

衛生推進協議会と推進員が地域のリー

ダーとして、町民一丸となって取り組ん

でいくことが確認されました。

　今年度北広島町では、次のとおり献血が実施されます。輸血用血液が不足しています。ご協力を

お願いします。詳しいことはチラシ等でお知らせします。

　お問い合わせは、役場保健課または、各支所町民生活課までお願いします。

　芸　北地区　：　11月14日（月）芸北文化ホール

　大　朝地区　：　７月22日（金）保健センター、文化センター

　千代田地区　：　７月13日（水）サンクス、11月28日（月）サンクス

　豊　平地区　：　７月25日（月）ふれあい健康館、７月26日（火）そよかぜ

　　　　　　　　　12月22日（木）そよかぜ

※「骨髄ドナー登録会」の実施について　

　７月25日（月）豊平ふれあい健康館での献血時に「骨髄ドナー登録会」が行なわれます。

　骨髄ドナー登録にご協力ください。

献血のお知らせ

北広島町公衆衛生推進協議会設立北広島町公衆衛生推進協議会設立

　なお、旧４町の公衆衛生推進協議会は、地区公衆衛生推進協議会として構成され、一斉美化運動など

の活動は、引き続き地区ごとに行なわれます。

推進委員

町　　民

副地区長

地 区 長

芸 北 地 区

企
画
委
員 推進委員

町　　民

副地区長

地 区 長

大 朝 地 区

企
画
委
員 推進委員

町　　民

副地区長

地 区 長

千 代 田 地 区

企
画
委
員 推進委員

町　　民

副地区長

地 区 長

豊 平 地 区

企
画
委
員

理 事 会 事 務 局監 事

北広島町公衆衛生推進協議会組織図
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　　登録と狂犬病予防注射

　　飼い主のマナー

守りましょう！

犬の飼い方ルール
１．犬の登録は生涯１回です。

　 　登録されていない犬を新たに飼い始めた場合は、（子犬は生後３か月になったら）、

30日以内に登録しなければなりません。

２．狂犬病予防注射は毎年必要です。

　　世界中には、狂犬病が発生している国がたくさんあります。

　 　この狂犬病を日本で発生させないためには、毎年１回の狂犬病予防注射を行うことが

必要です。

３．登録してある犬の所在地が、ほかの市町村へ移るとき

　 　登録してある犬の所在地がほかの市町村へ移ったら、登録済みの鑑札を持って、新し

い住所地の市町村へ届け出てください。

４．ほかの市町村で登録してある犬の所在地を北広島町に移すとき

　 　ほかの市町村で登録してある犬の所在地を北広島町に移すときは、前住所地で受けた

鑑札を持って、保健課まで届けを出してください。

５．登録の内容に変更が生じたとき、または犬が死亡したとき

　 　犬の所有者が変わったとき、犬の所在地が変わったとき、

飼い主の住所が変わったとき、犬が死亡したときは、保健課

まで届けを出してください。

▲放置された犬のフン

１．犬のフンの後始末を！

　○ 　公園・道路など公共の場所や他人の

土地・建物などをふんで汚すことや、

悪臭・毛などにより近隣に迷惑をかけ

ることは禁止されています。

　○ 　排便は自宅の庭などで済ませる習慣

を、また散歩のときは、ふんを入れる

袋やスコップを持ち歩き、フンの後始

末をきちんとし、他人に迷惑をかける

ことのないように心がけましょう。
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２．こんな飼い方をしていませんか？「放し飼い・捨てる・いじめる」

　放し飼い……　犬は綱や鎖でつなぐか、柵やおりなどの囲いの中で飼いましょう。

　　　　　　　　散歩の時は、犬を制御できる方が引き綱をつけて行きましょう。

　　　　　　　 　広島県動物愛護管理条例第５条及び24条では、“けい留しないで飼った

場合は、５万円以下の罰金に処する”と規定されています。

　捨てる……… 　生まれてくる子犬や子猫を飼えない場合は、去勢手術、避妊手術などの

繁殖制限の処置を行い、捨てないように努め、不幸な犬や猫などを増やさ

ないようにし、最期まで責任をもって飼いましょう。

　いじめる…… 　動物の習慣や生理をよく理解し、みだりに苦痛を与えないようにしましょう。

か

　 むだぼえ……　犬の一日の行動をよく観察し、何に反応しているのかみつけましょう。

　　　　　　　　　通行人などに対してほえる　→　犬舎の場所を変えてみましょう

　　　　　　　　　散歩の時間になるとほえる　→　散歩の時間をずらしてみましょう

　咬む………… 　飼い主がリーダーシップをとれないと、群れのボスとしての攻撃行動を

起こします。

　　　　　　　 　叱る・ほめる・スキンシップをおこなうなど飼い主がリーダーシップを

とります。

　 　ペットは家族の一員として、死ぬまで飼うのが基本原則です。

　 　しかし、やむを得ず飼えなくなった時は、飼い主の責任において新たな飼い主を探す

よう努めてください。どうしても新たな飼い主が見つからなかったときは、広島県動物

愛護センターの引き取り日に出してください。（引き取りの場所・日程などは、保健課

へご相談ください）

　  　広島県動物愛護センターでは、県で引き取った犬・猫を適

正に飼育できるかたにお譲りしています。

　 　飼育を希望される方は、広島県動物愛護センター（℡０８

４８－８６－６５１１）へお問い合わせください。

北広島町役場　保健課　衛生係　北広島町有田１２３４

　℡（０８２６）７２‐０８５３ 直　　　Fax（０８２６）７２‐５２４２

　

北
広
島
町
で
は
、
現
在
国
土
調
査

を
豊
平
地
区
、
大
朝
地
区
、
千
代
田

地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。（
芸
北
地

区
は
完
了
し
て
い
ま
す
。）
平
成
16
年

度
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
境

界
確
認
、
杭
打
ち
、
測
量
、
閲
覧
等

一
連
の
作
業
が
お
わ
り
、
一
部
の
地
域

に
つ
い
て
は
登
記
も
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
４
月
末
で
、
登
記
の
完

了
し
た
地
区
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

引
き
続
き
国
土
調
査
事
業
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

国
土
調
査
の
経
過
報
告

登記完了地区（概要）

地
区
大
字 字

調査後
筆 数

調査後
面 積

千
代
田

川
戸

猪 ノ 鼻
大 倉 西 上
大倉西下地
槇 ケ 峠 地

274筆
0.94
K㎡

今
田

深 　 谷
足 　 谷
城 　 山

260筆
0.52
K㎡

問
い
合
わ
せ

　

役
場
管
財
課
国
土
調
査
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
９
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教育委員会

だ　よ　り
　

土
地
の
開
発
事
業
を
行
う
と
き
に
は
、
面
積
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
（
古
墳
な
ど
）
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
町
教
育
委
員
会
へ
の
協
議
が
必
要
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
埋
蔵
文
化
財
が
確
認
さ
れ
ず
、「
工
事
に

着
手
さ
れ
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
回
答
が
出
ま

す
が
、
町
教
育
委
員
会
は
現
地
を
確
認
し
た
後
、
さ
ら
に
県

の
教
育
委
員
会
と
協
議
し
ま
す
の
で
、
回
答
ま
で
に
多
少
の

日
時
が
か
か
り
ま
す
。
開
発
計
画
を
お
持
ち
の
方
は
早
め
に

町
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
８

● 

土
地
の
開
発
（
造
成
・
掘
削
・
埋
立
な
ど
）

に
は
文
化
財
の
協
議
が
必
要
で
す

　本校では、昨年度から、子どもたちにもっと

本を身近なものに感じてほしいという願いで、

学校ではもちろん、家庭でも読書ができるよう

に保護者の皆さんとも連携し取り組んできまし

た。今年度は「千代田こども文庫」「おはなし

宅急便」の２つのグループの方に、ほぼ隔週で

学校に来ていただき、子どもたちに素敵な本や

紙芝居などを紹介してもらっています。

　ふだんは元気に外で遊ぶ子どもたちも、この

時間はゆったりと流れるときの中で、それぞれ

のお話のもつ魅力ある世界へひき込まれていっ

ています。ほっと心が和むお話、あっという間

に終わってしまう短いお話なのに最後は大笑い

というお話、リズミカルなことばのおもしろさ

を感じさせてくれるお話など、これからもいろ

いろなお話を通して本や人との豊かな出会いが

生まれることを願っています。

　今年度、93名の生徒たちは、学習

に、部活に、「昨日の自分を、昨年の

豊平中を越えよう＝Step Up！」を

合言葉にしています。

　つまり、生徒一人ひとりが自分の

めざす姿を考え、そして、自分を見つめて目標を設定し、

その目標の実現に向けてチャレンジします。

　また、生徒たちは、自らの人間力を育てるために、教科

の基礎学力をはじめとして、体力・学ぶ力・思考力・判断力・

表現力の基礎を身につけるべく、教育活動に全力を尽くし

ていきます。

　私たち教職員は、生徒たちの懸命でひたむきな姿を目

の当たりにします。

　また、保護者・地域の方々の学校教育活動への協力の

深さを強く感じています。

　だから、私たち豊平中職員は日々学び、研究・修養を

積み重ね、「胸に誠実を刻み、生徒と共に希望を語り合える」

べく、校長を中心とした組織的な学校経営に邁進します。

昨日の自分を越えよう！

北広島町立豊平中学校
子どもたちに豊かな出会いを！

北広島町立川迫小学校

主催者 名　称 対　象 締め切り 限度額

エネルギア文
化スポーツ財団

－
伝統文化な
ど

11月 50万円

財団法人伝統
文化活性化国
民協会

伝統文化活
動支援事業

国指定無形
民俗文化財
等

11月 －

社団法人全日本
郷土芸能協会

こども民俗
芸能大会

伝統文化の
後継者育成

11月 大会出演

ポーラ伝統文
化振興財団

－
民俗芸能な
ど

12月 200万円

ひろしま文化
振興財団

郷土文化保存
伝承支援事業

伝統的行事、
民俗芸能など

１月 30万円

明治安田クオ
リティオブラ
イフ文化財団

地域の伝統
文化に対す
る費用助成

民俗芸能、
伝統的生活
技術

１月 70万円

沖永文化振興
財団

地域文化活
動事業助成

伝統的民俗
芸能

１月 40万円

財団法人伝統
文化活性化国
民協会

伝統文化こ
ども教室

伝統文化の
後継者育成

３月 90万円

文化庁
ふるさと文
化再興事業

伝統芸能な
ど

３月 100万円

　民俗芸能（神楽・花田植など）に対する助成金につぎ

のようなものがあります。衣装・太鼓などの修繕・購入を

お考えの団体は教育委員会へお問い合わせください。

問い合わせ　教育委員会生涯学習課 ℡0826-72-0858

●民俗芸能保存団体への助成金について

主な助成金
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　現在65歳以上の人の、平成17年度の４月分から６月分（年金から天引きされている人は４月、６月、８月

受給分）の介護保険料は、前年度の所得段階をもとに仮算定をしています。

　平成17年度の町民税が確定しましたので、平成17年度の介護保険料が決まり、７月分（年金から天引き

されている人は10月受給分）からは本算定徴収となります。

　なお、詳細については７月中旬ごろに、納入通知書を郵送してお知らせします。

■特別徴収（年金からの天引き）について
　年金受給者の方の介護保険料が年金から天引きされる事はみなさんご存じだと思いますが、次のような

条件があることを知っていますか?

　４月１日（賦課期日）において、第１号被保険者の資格を取得していて、老齢（退職）年金の年額が18万円（月

額１万５干円）以上の年金を受給されている方が、年金天引きの対象となります。（遺族年金、障害年金、

老齢福祉年金のみを受給されている方は、年金からの天引きの対象とはなりません。）

　年度の途中で65歳到達などにより、第１号被保険者の資格を取得され介護保険料が決定された方につい

ては、すぐに年金からの天引きが開始されるわけではありません。この場合は納付書が送付されますので

納め忘れのないように注意しましょう。

　現在すでに年金からの天引きをされている方で、年度の途中で他市町村への転出や死亡による資格喪失

をされたり、所得段階が変更された場合などは、年金からの天引きは中止されます。

■納付期限を守ってください

保険料を滞納すると

　特別の事情がないのに保険料を滞納すると、次のような措置がとられます。

【１年以上滞納すると】

　 　利用者が費用の全額をいったん負担し、その後保険給付の申請をすることにより費用の９割が支払わ

れることになります。

【１年半以上滞納すると】

　 　利用者が費用の全額を負担し、保険給付の申請後も費用の９割の一部または全部が一時的に差し止め

となったり、滞納していた保険料と相殺されたりすることがあります。

【２年以上滞納すると】

　 　利用者負担が１割から３割に引き上げられたり、高額介護サービス費が受けられなくなったりするなど

の措置があります。

　介護保険料の徴収は北広島町税条例の規定を準用しています。督促を受けてもなお納付しない場合は

滞納処分をする場合があります。

問い合わせ先

　北広島町役場　福祉課　介護保険係

　℡０８２６‐７２‐０８５１

介護保険料についてのお知らせ
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　合併に伴い、次の業者を北広島町給水装置工事並びに下水道排水設備工事の指定工事店として指定

しました。水道の引き込み工事または公共下水道、集落排水への接続工事をされる際は、指定工事店に

お申し込みください。

　また、一部の指定工事店については、地域を限定したうえで指定していますので、直接、指定工事店

または役場上下水道課、各支所産業建設課でご確認ください。

【お問い合わせ】　　役場上下水道課　℡0826-72-0861　　　芸北支所　℡0826-35-0113　

　　　　　　　　　大　朝　支　所　℡0826-82-2211　　　豊平支所　℡0826-83-1122

上下水道の接続工事は指定工事店へ上下水道の接続工事は指定工事店へ

北広島町給排水設備工事指定工事店一覧表
（平成17年５月現在）
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情
報
情
報

くらしのくらしの

　

７
月
10
日
（
日
）
に
農
業
委
員
会
一
般

選
挙
を
執
行
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

６
月
20
日
（
月
）
午
後
１
時
〜

　

役
場
本
庁
２
階
２
０
１
会
議
室

告　
　

示　
　

７
月
５
日
（
火
）

投
・
開
票　
　

７
月
10
日
（
日
）

選
挙
区
（
区
域
）
と
委
員
の
定
数

　

第
一
選
挙
区
（
芸
北
）　
　
　

７
人

　

第
二
選
挙
区
（
大
朝
）　
　
　

５
人

　

第
三
選
挙
区
（
千
代
田
）　
　

11
人

　

第
四
選
挙
区
（
豊
平
）　
　
　

７
人

問
い
合
わ
せ　

役
場
選
挙
管
理
委
員
会

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
・
農
業
委
員
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

町　

民　

課

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

本
年
も
７
月
を
強
化
月
間
と
し
、
７
月

１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
、

こ
の
運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

昨
今
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
社
会
的
連
帯
感

を
回
復
し
、
犯
罪
を
誘
発
し
な
い
社
会
環

境
を
築
く
と
と
も
に
、犯
罪
・
非
行
に
陥
っ

た
人
た
ち
の
更
生
に
町
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
理
解
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

統
一
標
語

　

ふ
れ
あ
い
と　

対
話
が
築
く　明

る
い
社
会

問
い
合
わ
せ

　

第
55
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

山
県
地
区
保
護
司
会（
役
場
町
民
課
内
）

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

　

「
国
勢
調
査
」
と
称
し
て
、
役
所
の
名

前
を
か
た
り
、
電
話
な
ど
で
世
帯
員
の
個

人
情
報
を
不
正
に
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事

例
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
国
勢
調
査
」（
平
成
17
年
10
月
１
日

調
査
期
日
）
で
は
、
国
が
任
命
し
た
調
査

員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
記
入

を
依
頼
し
ま
す
。
調
査
票
提
出
前
に
電
話

で
調
査
事
項
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

役
場
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
情
報
政
策
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６

国
勢
調
査
の
か
た
り
に
注
意

企　

画　

課

　

平
成
17
年
度
被
爆
二
世
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
。

対
象
者　

　

両
親
の
い
ず
れ
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者

（
原
爆
手
帳
保
持
者
）
で
あ
る
方

　

 （
広
島
被
爆
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
21
年

６
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

検
査
費
用　

無　

料

医
療
機
関　

　

原
爆
二
世
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
機
関
は
広
島
県
が
指
定
す
る

県
内
78
機
関
で
す
。
ハ
ガ
キ
と
一
緒
に
あ

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
中
か
ら
受
け
た
い
医
療

機
関
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

　

役
場
・
公
民
館
な
ど
に
用
意
し
て
あ
る

専
用
ハ
ガ
キ
で
、
県
庁
原
爆
被
爆
者
援
護

室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
期
間

は
平
成
17
年
７
月
１
日
〜
平
成
18
年
１
月

17
日
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
、
各
支
所
町

民
生
活
課
、
公
民
館
に
あ
る
案
内
資
料
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

被
爆
二
世
健
康
診
断
実
施

福　

祉　

課
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国
土
利
用
計
画
法

企　

画　

課

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投
機

的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の

確
保
を
図
る
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て

届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
に
つ

い
て
、
売
買
等
の
契
約
を
し
た
と
き
は
、

２
週
間
以
内
に
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。（
届
出
は
、支
所
で
も
対
応
で
き
ま
す
）

対
象
面
積

　

都
市
計
画
区
域　

５
，
０
０
０
㎡
以
上

　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
企
画
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６

水
害
の
備
え

消
防
本
部

　

広
島
県
西
部
を
中
心
に
発
生
し
た
集
中

的
な
豪
雨
か
ら
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

改
め
て
水
害
な
ど
の
災
害
に
備
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
認
識
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
災
害

に
つ
い
て
の
知
識
や
備
え
は
、
い
ざ
と
い

う
時
、始
め
て
役
に
立
ち
ま
す
。梅
雨
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
私
た
ち
の
日
ご
ろ
か
ら
の

備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
水
害
に
対
す
る
備
え

・
注
意
報
・
警
報
に
注
意

　

 　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
防
災
無
線
な
ど

で
伝
え
ら
れ
る
注
意
報
や
警
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
場
所
・
経
路
を
確
認

　

 　

あ
ら
か
じ
め
、
避
難
場
所
や
安
全

な
避
難
経
路
を
確
認
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
緊
急
時
の
必
需
品
を
用
意

　

 　

非
常
用
の
持
ち
出
し
品
等
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
は
早
め
に
指
定
の
場
所
へ

　
 　

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
指
定
の
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

◎
浸
水
・
冠
水
時
の
注
意

・
水
の
集
ま
る
低
い
場
所
は
避
け
る

　

 　

浸
水
し
そ
う
な
場
所
を
通
っ
て
避
難

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
路
上
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

 　

浸
水
・
冠
水
は
、
足
元
が
見
え
ず
危

険
で
す
。
水
没
し
て
見
え
な
い
路
上
の

段
差
、
側
溝
、
水
路
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ふ
た
の
流
失
し
た
マ
ン

ホ
ー
ル
や
側
溝
に
転
落
す
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。

・ 

マ
イ
カ
ー
で
の
避
難
は
な
る
べ
く
避
け
る

　

 　

自
動
車
な
ど
で
避
難
す
る
と
、
路

上
で
立
ち
往
生
し
た
り
、
緊
急
車
両
の

妨
げ
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

八
幡
高
原
聖
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

産　

業　

課

せ
く
だ
さ
い
。

市
町
村
振
興
宝
く
じ
発
売

総　

務　

課

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
）
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
今
年
の

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
億
万
長
者

が
84
人
。
当
せ
ん
金
は
１
等
前
後
賞
合
わ

せ
て
３
億
円
、
２
等
も
１
億
円
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

す
。
宝
く
じ
は
、
広
島
県
内
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
時
効（
平
成
17
年
８
月
15
日
）が
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
換
え
忘
れ
が
な
い

か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

発
売
期
間　

７
月
15
日
（
金
）
〜

８
月
２
日
（
火
）

抽

選

日　

８
月
12
日
（
金
）

支
払
開
始　

８
月
17
日
（
水
）

　

国
民
安
全
の
日

７
月
１
日

国
民
の
安
全
に
関
す
る
知
識
の
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

す
。
自
動
車
で
の
移
動
は
な
る
べ
く
避

け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

開
催
日　

９
月
４
日
（
日
）

種　

目　

ハ
ー
フ
・
10
㎞
・
５
㎞

会　

場　

八
幡
高
原
１
９
１
ス
キ
ー
場

（
主
会
場
）

参
加
申
込
期
限

　

７
月
22
日
（
金
）
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　

第
22
回
八
幡
高
原
聖
湖

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

℡
０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
８
８
８

大
会
Ｈ
Ｐ

　

h
ttp://w

w
w
4
.ocn
.n
e.jp/̃y

aw
ata/

　

第
22
回
八

幡
高
原
聖
湖

マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員

会
で
は
、
９

月
に
開
催
す

る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
参
加

申
し
込
み
を

受
け
付
け
て

い
ま
す
。
申

し
込
み
方
法

等
詳
細
は
大

会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
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お
詫
び
と
訂
正総　

務　

課

　

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
６
月
号
の
中
で
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

裏
表
紙
（
Ｐ
14
）

 

誤 

最
終
行
空
欄

 

正
（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
・
白
川
勝
信
）

人　口　21,508人（－11）

　男　　10,292人（－２）

　女　　11,216人（－９）

世帯数　8,238世帯（－１）

（５月末日現在）

納期限　８月１日（月）

　●固定資産税 第２期

　●国民健康保険税 第２期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

　

梅
雨
の
時
季
と
な
り
ま
し

た
。
毎
日
し
と
し
と
、
ジ
メ
ジ

メ
で
気
が
滅
入
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？　

今
月
の
表
紙
の
カ
キ
ツ

バ
タ
は
、
青
空
の
下
で
見
る
の

も
い
い
の
で
す
が
、
雨
に
し
っ

と
り
と
濡
れ
た
花
姿
も
綺
麗
な

花
で
す
。雨
続
き
で
も
、ち
ょ
っ

と
し
た
い
い
こ
と
が
あ
る
と
、

楽
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

今
年
の
夏
は
冷
夏
？
そ
れ
と

も
猛
暑
？　

あ
な
た
の
予
想
は

ど
ち
ら
で
す
か
。
私
の
予
想
は

猛
暑
で
す
。

編
集

後
記

前月比

いのちはね　
　いっこしかないから たいせつに

人権標語参加作品より

　

平
成
17
年
広
島
県
広
島
県
夏
の
交
通
安

全
運
動
が
、７
月
11
日
（
月
）
〜
20
日
（
水
）

ま
で
の
10
日
間
、『
確
か
め
よ
う　

歩
行

者　

ス
ピ
ー
ド　

車
間
距
離
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
は
、
①
高
齢
者
の
事
故
防

止
、
②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
、
の

２
つ
を
重
点
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

夏
の
交
通
安
全
運
動

総　

務　

課

放
送
大
学
学
生
募
集

総　

務　

課

　

放
送
大
学
は
、「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で

も
」「
誰
で
も
」学
べ
る
生
涯
学
習
機
関
で
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

【
募
集
学
生
】

教
養
学
部　

 

全
科
履
修
生
／
選
科
履
修
生

／
科
目
履
修
生

○ 

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学
時
期

は
年
に
２
回
（
４
月
・
10
月
）
で
す
。

大

学

院　

 

修
士
全
科
生
／
修
士
選
科
生

／
修
士
科
目
生

人
事
異
動

総　

務　

課

　

役
場
で
は
、
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
し
た
。

退　

職　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
31
日
付

大
朝
支
所
自
治
振
興
課

課
長
補
佐　
　
　
　

石　

橋　

義　

行

採　

用　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
１
日
付

豊
平
病
院
看
護
師　
　

中　

野　

照　

子

　
　

同　
　
　
　
　
　

花　

岡　

み
ち
子

　
　

同　
　
　
　
　
　

美　

濃　

志　

保

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

○ 

修
士
全
科
生
は
、
入
学
者
選
考
を
行
い

ま
す
。

○ 

現
職
教
員
の
方
の
専
修
免
許
状
取
得
に

利
用
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

○ 

教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修

士
科
目
生　
　
（
平
成
17
年
10
月
入
学
）

　

６
月
15
日
（
水
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

○
大
学
院
修
士
全
科
生

（
平
成
18
年
４
月
入
学
）

　

８
月
25
日
（
木
）
〜
９
月
14
日
（
水
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
広
島
市
中
区
東
千
田
町
１
‐
１
‐
89

　
　
　
　
　

広
島
大
学
東
千
田
地
区
内
）

℡
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０
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広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
７
月
号

№
 0
0
5
　
平
成
1
7
年
６
月
1
7
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
el 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

高
原
の
自
然
館
の
近
く
に
「
坂
井
池
」

と
い
う
池
が
あ
り
ま
す
。
も
と
は
ジ
ュ
ン

サ
イ
を
栽
培
す
る
た
め
の
池
だ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
ジ
ュ
ン
サ
イ
は

絶
え
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
、
今
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
池

の
中
で
は
カ
キ
ツ
バ
タ
が
見
事
な
色
で
咲

き
、
池
の
周
り
の
木
に
は
、
毎
年
た
く
さ

ん
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
産
卵
に
や
っ
て

き
ま
す
。
そ
し
て
、
水
面
を
覆
い
尽
く
す

よ
う
に
浮
か
ぶ
の
が
ア
サ
ザ
の
葉
で
す
。

夏
至
の
頃
と
も
な
る
と
、
黄
色
の
か
わ
い

い
花
を
水
面
に
散
り
ば
め
た
よ
う
に
咲
か

せ
ま
す
。
花
は
と
て
も
短
命
で
、
朝
に
開

い
た
と
思
う
と
昼
過
ぎ
に
は
し
お
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ア
サ
ザ
と
い
う
名
前
は
浅
沙

（
あ
さ
さ
＝
水
深
の
浅
い
所
）
に
由
来
す

る
そ
う
で
す
。
近
年
で
は
た
め
池
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
変
え
ら
れ
、
ア
サ
ザ
が
生
育

す
る
よ
う
な
浅
瀬
の
あ
る
た
め
池
が
少
な

く
な
っ
た
た
め
、
全
国
的
に
も
希
少
な
花

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

八
幡
に
は
、
少
な
く
と
も
２
か
所
で
ア

サ
ザ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
１
か
所
は
人
の
手
に
よ
っ
て
持
ち
込

ま
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
坂

井
池
の
ア
サ
ザ
も
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
自
生

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
こ
の
黄
色
い
花
は
間
違
い
な
く
坂
井

池
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
夏
の
間
中
、
多

く
の
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
澄
ん

だ
水
を
湛
え
る
坂
井
池
は
、
こ
の
夏
も
た

く
さ
ん
の
生
命
を
育
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
・
白
川
勝
信
）

ため池の象徴　アサザ

高原からの花便り　№5


